
 
 
 
 
 

 「しばらく６年生のクラスの教員が休むから明日から６年生の算数教えて

くれるか？」と、いつもの調子で急にお願いされました。急なお願いはもう

慣れっこ…。というわけにはいかず、いつまで経っても慣れません。元々の

予定を急に変更するのは少しやっかいです。しかし私が断ってしまうと、６

年生の算数の授業が全て自習になります。そうなると教室内が混沌としてし

まうため、担当教員が休みの１週間だけ６年生の算数指導をすることになり

ました。初めてのクラスで授業をするあのドキドキ感が好きです。最近は５

年生や７年生のクラスで授業をしていたこともあり、６年生のクラスでも私

のことを認識してくれました。名前を呼んでくれる子、笑顔で迎え入れてく

れる子、不安そうな表情の子、チャイナ！と叫ぶ子、様々でした。 

 今回は、そんな６年生との授業と、その課題について書きます。 
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＜宿題について＞ 

 ６年生との授業がスタート！しかし…

【算数担当教師への提案】 

・ 宿題を出したら翌日に全員分添削（もしくは確認）する。確認でき

ないのであれば、宿題は出さない。児童は宿題をやってもやらなく

ても教員にチェックされない、もしくは評価されない場合、やる気

を失う。 

・ 始めのうちは、５分あれば終わりそうな宿題で良い。こっそり授業

の合間等に学校でやる児童が増える可能性があるが、初手の段階で

は翌日までに宿題が終わっていれば良いことにする。 

・ 既習事項の復習として宿題を出す。（予習では負担が大きい。） 

 

＜授業を受ける態度＞ 



 て学習規律を身に付けさせようとしても、教員が授業中に頻繁に教室からい

なくなってしまったり、電話をし始めてしまったりしたら説得力がありませ

ん。当たり前ですが教員が授業中にしっかり授業をする必要があります。ま

ずは教員の授業に対する姿勢を改めない限りは、児童に指導していくことは

難しいです。しかし、こちらの文化では仕事より私用が優先されることがし

ばしばあります。息子の結婚式の準備のためクラスを自習にしたり、車の修

理をするから早めに帰ってしまったり…。クラスの児童が教室に放置されて

しまう原因のひとつです。 

【児童への指導と教員への提案】 

・ 無駄話をしない。（徹底する） 

・ 教員が教室を空ける場合は自習を用意する。 
 
 
 
 
 

 

 

＜文字指導＞ 

 児童の書く字が読みにくいことがあります。少し書き方にクセがあるの

と、単に雑なのが混ざって、読みにくく感じます。日本のようにきちんと文

字指導を受けることなく、そのまま学年が上がっていってしまうことが原因

のひとつかもしれません。ということで、字を丁寧に書かないと読み手に伝

わらないため、読みやすい字で書くように伝えました。そして、丁寧に書い

てきた児童をしっかりと評価していきます。 

【教員への提案】 

・ 読みやすい字で書かせる。そしてそれを評価し、習慣づけていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

	  
 
 
 
 
 

 高学年を教える際の難しい点は、児童が既習事項を理解できていない

状況でカリキュラム通りに授業を進めなければならないことです。基本

的な足し算引き算ができない児童に対して、割合の単元を教えるのは難

しかったため、本当に基礎的な部分しか教えることができませんでし

た。しかし６年生と過ごす中で、活動に関する課題も見つけることがで

き、私自身とても勉強になる１週間でした。 


